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前後の JOAスコアの改善率・関節可動域の変化およびインプラントのゆるみから TKA 
の有効性が対象群と同等であること、術後合併症の検討から高齢者ではせん妄、急性心
不全の発生に留意する必要があることを結論付けている。 
 先行する論文では、高齢者に対する TKA の有効性は JOA スコア等の絶対値で評価
し、若年者に比して劣るとする内容がほとんどであるが、その結果は実臨床で専門医が
感じている結果とは異なる内容であった。本研究では症状改善率を比較し、高齢者に対
する TKA の妥当性を示した初めての論文であり、研究の結果は、すでに“Clinical 
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